
 

 

  
 

 

６年生へ「何になるかよりも大事なこと」      校長 景山 賢治 

3 月の学校だよりは、卒業を控えた６年生に向けて書くと決めている。 

先日、宮島未奈が書いた「成瀬あかり」を主人公とする小説の２作目『成瀬は信じた道をいく』を

読んだ。すでに３作目の『成瀬は都を駆け抜ける』が出ているのだが、私は本が古書店に並び、価格

が落ち着いた頃を見計らって買う主義なので、ようやく２作目を読み終えたところだ。成瀬シリーズ

を読んでいない人に、成瀬あかりを簡単に紹介しよう。成瀬は２００歳まで生きることを目標にする

少し「変」な女性であり、周囲を巻き込み、影響を与えながら、自分がやると決めたことにまっすぐ

突き進む。一度聞いた人の名前は忘れず、勉強がよくできて、京都大学に進学する。成瀬シリーズの

１作目は２０２４年の本屋大賞に選ばれ、今年は山下美月さんの主演で、舞台化もされるそうだ。 

 この『成瀬は信じた道をいく』の中で、小学生に「成瀬さんは将来何になるんですか」と聞かれた

成瀬はこう答える。「先のことはわからないからなんとも言えないが…。何になるかより、何をやるか

のほうが大事だと思っている」 さらに成瀬は言う。「たとえばわたしはパトロールを好きでやってい

るが、警察官になりたいとは思っていない。会社員になったとしても、パトロールはできるだろう。

だからわたしが何になるかは未定だが、地域に貢献したいとか、人の役に立ちたいとは思っている」 

成瀬はパトロールの他にも、地域の夏祭りの司会を務めたり、「ゼゼカラ」というコンビで漫才を 

したり、びわ湖大津観光大使になったりする。成瀬は周囲に流されることなく、自分の信念を貫いて

行動する。その姿から、「令和の最高の主人公」と言われているのだ。 

 さて、君たちは「将来何になるのか」と聞かれたら何と答えるだろうか。多くの者は将来の職業を

思い浮かべるだろう。そして、将来の職業を目指して努力している者もいるだろう。だが、君たちの

先を生きる者として言わせてもらうと、その職業に就くことはゴールではない。むしろ、そこがスタ

ートなのだ。たくさん勉強して偏差値の高い学校に進学し、名の知れた会社に入っても数年で辞める

者は少なくない。実際に就職後３年以内の離職率は３割を超え、この数字はこの２０年変わらない。

おそらく君たちの多くが社会に出る６〜１０年後も変わらないだろう。今後はＡＩの普及によって、

既存の仕事の求人が減り、今はまだ存在しない仕事が増えているかもしれない。だからこそ、どんな

に社会が変化しても柔軟に対応する力や、成瀬のように自分の信念を貫く強さが求められるだろう。

もちろん、みんなが成瀬のような生き方をできるわけではないし、自分に合わない生き方をしてほし

いとも思わない。だが、ただ将来やりたい職業を思い浮かべるだけでなく、その職業に就いて「何を

やるか」を考えてほしい。そして、その職業を通して少しでも人の役に立ち、社会に貢献してほしい

と思っている。君たちにはまだ、社会に出るまでに時間がある。中学校でも「何をやるか」を探求し

続けるといい。 

「私は成瀬のようにはなれない」と思うかもしれないが、心配無用だ。君の人生は君だけのもので

あり、誰かが代わりに生きることはできないのだから。君の人生における最高の主人公は、他の誰で

もなく君自身である。自分の信じた道を歩んでいくといい。 
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